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てゆ く子 どもたちの教育現場では,こ れまで考
えられなかったような異常なクラス運営の兆候
が現れ,「 クラス崩壊」などとい う言葉 をよ く
耳にする。
　 しか し,こ のような現象は教育方針やクラス
運営を変化 させたからといって急激に無 くなっ
てい く。 という簡単な問題ではなく,子 どもの
頃か ら長い時間をかけて育 まれるべ きコミュ
ニケーション能力の低下が大きな一因といえよ
う。コミュニケーション能力の低下は,メ ディ
アの発達,携 帯電話の急激な普及のよ り,人 と
人とのつなが りや会話をする機会が激減 して し
まったことが背景にあると考えられる。
　 コミュニケーションの力を大いに発揮できる
のが 「声」 を使った 「話す こと」ではないだろ
うか。「話す こと」 は人の最 も身近な自己表現
の方法であ り,自 己表現することで人 と人との
つなが りができ,そ こには 「会話」が生まれる。
しか し,人 が自然なコミュニケーションを図る
方法 として最も多 く用いる 「会話」,「声」につ
いて考え,感 じる時間が教育課程の中でほとん
どなされていないのが現実である。
　 これから教育に携 わっていこうとする者 自身
が積極的に母国語 に目を向け,耳 を傾け,本 来
の自分の声で美 しく発音 し,授 業の中できちん
とした発音で指導することが大変重要である。










ず,日 本語の発音 ・発声訓練(ヴ ォイス トレー














少 しはっき り。」などといずれ も歌唱指導の域
を出ぬまま指導が行われていた。それでは,履
修生の多 くは 「歌唱時のみの注意である。」 と
しか思わず,普 段生活する際の声,も しくは,
実際自分が教師になった場合,ど のような 「声」
で授業を行 うのか,生 徒が 「声」の トラブルを











だろうか。恐 らく,そ れな りに トレーニングを
積 まなければ,ど うしても緊張してしまい 「声」
が上手 く操れなくなってしまうであろう。 しか
し,多 くの人は 「自分はあが り症だから」「仕
方のないこと」などとあきらめてしまい,声 の





　 そこで,ま ず 自分の声 を正確に知 り,「声」
についての知識 を深めるために,ヴ ォイス ト
レーニングが必要であると考え,授 業を開始 し
た。 もちろん音楽教育学専攻の学生達は音楽の
専門知識をつけるために,声 楽や ピアノ,ソ ル
フェージュ,音 楽理論など様々な講義を必修科
目として履修 をしている。 しか し,そ れらを応
用 し,将 来 自らの授業に生か してい くには,や
はり声 に対す る高い知識と,コ ミュニケーショ
ン能力を身につけておかねばならない。
　 これまでに3セ メスター授業 を行ったが,履
修生数は次の通 りである。
・2008年度(前 期)一 大音3回 生
　　　　　　　　　　37人 中22人(59%)
・2008年度(後 期)一 大音1回 生
　　　　　　　　　　51人 中34人(67%)




が,4割 の学生達は本来の自分の 「声」を知 ら












　 3歳 児か ら5歳 児の声域は男女 とも 「b」も
しくは 「h」か ら 「h1」から 「c2」と,ほ とん
ど変わらない。6歳 児男 は,「a」 か ら 「e2」,
女 は 「h」か ら 「f2」と上下 ともに声域が少 し
広が り,7歳 か ら14歳の問に子 どもたちの声域
はソプラノ(「a」一 「92」),メゾ(「9」一 「e2」),
アル ト(「f」一 「c2」),テノール(「f」一 「g2」,
バ リトン(「c」一 「el」),バス(「G」 一 「c1」)
と分かれてい く為,7歳 か ら14歳の声に対する
指導は最 も大切であると述べている。中でも,
12歳か ら16歳の男子に見 られる 「変声期」にお
いては9歳 からその傾向は始 まってお り,教 諭
らは特に留意する必要がある[)と述べている。
　 これらのデーターをみると,園 児や児童が歌
唱す る 「こどもの うた」の曲集や 「音楽の教
科書」にある楽曲の音域 と声域が合っていない





　 また,歌 唱指導のみならず,教 師が声の知識
を持って指導に当たることにより,小 児や児童



























































※程 度0… 嗅声 ではない　程 度十1… 軽い曖 声
程 度十2… 音楽教 師な ど専門的知識があ る者 であれば聞 き取
れるほ どの嗅声　程度 十3… 誰が聞いて も病 気か と思 うよう
な順声




今後 ますます発展 していくであろうマスメデ ィ
アの影響力を考えなが ら,い かに自分の本来の






　我々の一体 どの くらいの人が 自分 の本当の
「声」を知って,操 っているだろうか。
　会話 とい う時間と空間を共有することか ら生
まれる信頼感は,現 在,コ ミュニケーションの
主流にな りつつある,携 帯電話のメールや,電
子メールか らは得 られないものである。とい う




② ヴ ォイス トレーニ ング体験か ら自分の
　「声」の可能性に気づ く。
③ 身につ けた事柄 を自然 にコミュニケー
　 ションに生かし表現することが出来る。
　表1の データーからは,嗅 声ではない,程 度
0と い う評価の子 どもが皆無 ということがわか
る。
　 これ らの結果は,教 師を目指すものは特に重
く受け止めていかねばならないと考える。
　嗅声は子 どものころか らそのままにしてお く












　第1回 ではなぜ ヴォイス トレーニングが必要
なのかを考えるために,自 分が実際 どのような















　① 母音 「あ」を息が続 く限 り伸ばす。
　② 母音 「あ」を伸ば しながら顔を左右上下
　　にゆっ くりと動かす。
　③ 一番声 を出しやすい顔 を向 きを探 り,各
　　自その姿勢を決定する。




















　② 上半身を前にだらりと垂 らす(上 下に数
　　回ゆらす)







　　で握 り,で きる限り上へ挙げ,15秒 ほど静
　　止する。同時に頭 も前へ垂 らす。腕 を下ろ




　　 (下腹から吸う→おなかから胸を通 り,の ど,
　　頭へ通 り抜 けるように)
　　一息 を吐 く
　　 (息を吐きなが ら背骨を感 じる→両腕 をゆっ
　　 くりと下ろす)
　⑧ もう一度まっすぐ立つ










　① 母音の 「あ」を長 く伸ばす
　　 (声の高さは自由)
　② 母音の 「あ」声の高さは 「fl」を長 く伸
　　 ばす
　③ 上を向き②の音を長 く伸ばす
　④ ③の状態か ら顔を左右,上 下に動かし,
　　 一・番スムーズに声が出る場所を探 る
一 　124　一
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【第3回 】
自分を知 るエクササイズ
　第3回 では,「 笑い」 と 「泣 き」の身体の動
きを観察 して,身 体の動 きをより自然 に知るた


















　② 感情=呼 吸であるから,横 隔膜の動 きを
　　細か く観察する




〈1.ロ ング トー ン〉




　③ 息が続 く限 り長 く
<2.ハ ミング〉
　次に,歌 唱 しようと思わないために,音 の指
定はせずに,自 分の自然な感覚で,テ キス トv艮)
p.174譜 例12を ハ ミングで行った。
　この際の留意点として,次 の2点 を挙げた。









意識するために,ま ず,各 自,悲 しいため息,
楽 しいため息,疲 れたため息,空 気を味わうた
め息な ど,必 ずため息に感情をつけて,た め息
をつき,ア ンダーバス トの位置 を観察 した。次
【第5回 】
発声練習
　テキス トv")pp.167-168で 母音 を発音する際

















　 第6回 では,第5回 で用 いたイタリア歌 曲
『Caro　mio　ben』 を使用 して,呼 吸 をさらに詳
しく,ま た,呼 吸の中心を知 るために歌唱 と伴








　③ ① と同じように歌唱の呼吸に母音の 「あ」
　　をのせて上下に動かす。









　文章 を読む呼吸を学ぶべ く次の3話 と詩を使
用 した。合わせて筆者の作成した母音練習資料







　 日本の昔話は,文 字をしっか りと見て発音す
るということを大切にしてほしいため,こ れま
であまり読み慣れていないような文章を選んだ。











　 を書 くなど,各 自記号 を決め,記 入する
【第8回 】
横隔膜 と呼吸
　第8回 では,第3回 目のボデ ィーマッピング
を描 くために,第4回 に観察した,腹 式呼吸の





　① 肺に残っている息 をできる限り吐 く
　② ス トローをくわえ細い息で吸えるだけ吸う
　③ ス トローを外 して口か ら息を吐 く





































　第9回 に使用 した歌劇 「コシ ・フ ァン ・トゥッ








　様々な呼吸 を意識 して使うために,普 段,無
意識に行 っている呼吸について探 った。歌劇
「コシ ・ファン ・トゥッテ」の一場面のセ リフ
を使い,嬉 しい,幸 せ,不 安,落 胆,悲 しい,
などの呼吸 とため息について探った。探る際の







　第9回 と10回 の まとめ,自 然 な身体 の使 い方
を学ぶ ため,「Lach　 Yoga」'x)を 試 み た。
・大人 のライ オ ン　 　 ・子 どもの ライオ ン













では,学 生が作成 したボディーマ ッピングの変
化や,授 業中の討議を基にして,授 業の実践効
果を考察したい。
　今回はボディーマ ッピングの描 きかた として,
呼吸(息 の流れ)を 中心に描いた。呼吸の流れ
を学び,明 らかにすることで,感 情表現が より
スムーズになり,コ ントロール しやす くなる。
結果,人 前に出て少々緊張 して も,自 分の考え
を的確に述べることができるようになり,相 手
との コミュニケーション能力が上がる。




　 しか しなが ら,今 回実施 し,提 出されたボ
ディーマッピングを視た上で,第15回 の授業に






とい うことがあげ られる。また,次 に多かった
意見 として,「 高音 を歌 うイメージは出来てい
るが,な かなか高音が歌えない。」 とい うもの
であった。
　 また,口 や舌の細やかな動 きについて,し っ
か りと考えれば,イ メージ出来,実 行できるが,
それらを自然な動 きとして,な かなか歌唱につ
なが らない。 と言 う問題も多 くみ られた。例え
ば,歌 唱の際,舌 の脱力が重要であることが分










勢」 をボディーマ ッピングで意識 してイメージ
す ることにより,「あが り症がすこし改善で き
た」,「歌が歌いやす くなった」,「高い声が出る
ようになった」などと自由討議で述べている学
生もあったことか らは,あ る一定の効果が得 ら
れたと言えるが,授 業中に行ったエクササイズ















べ られ,情 報収集するには何 ら困 らない。 しか
し,ど の方法が 自分に一番合っているのか,ま
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時間の中で,そ れぞれの深い問題にまで迫れな






　 i)Gunther　 Habermann　 『Stimme　und　Sprache』
　　 Thieme　 4.Auflage　2003　pp.141-147
　ii)「 腹れ声」 とは,通 俗語のかすれ声、腹れ声,
　　 ガラガラ声,だ み声,息 漏れのある声,ド ラ




　iv)ボ デ ィーマッピング(ボ ディーマ ップとも言
　　 う)は,私 たちが どの ような構造で,ど の よ
　　 うに機能し,ど のような大きさであるか感 じ,
　 描 くことである。
v)難 波正明 ・小林公江 ・川口千代編 「表現の文
　 化 と教育」第6章 「身近 な表現方法一話すこ
　 と ・歌 うこと一」ガハプカ奈美　オブラ ・パ
　 ブリケーシ ョン平成19年 　p.165
vi)難 波正明 ・小林公江 ・川口千代編 「表現の文
　 化 と教育」第6章 「身近 な表現方法一話すこ
　 と ・歌 うこと一」ガハプカ奈美　オブラ ・パ
　 ブリケーシ ョン平成19年 　p.174
vii)難波正明 ・小林公江 ・川口千代編 「表現の文
　 化 と教育」第6章 「身近な表現方法一話す こ
　 と ・歌 うこと一」ガハプカ奈美　 オブラ ・パ




ix)「Lach　Yoga」 とは,ド イツ語で 「笑いのヨガ」
　 とい う意味で,笑 いなが ら身体の構造や,体




　 1.自 分の 「声」をどの ような場面で使用 しているか考 えてみよ う。
2.自 分の 「声」のイメージを書いてみ よう。

















□毎 日、充実感 をもって生活できてい るか。
♪毎 日や ろう(モ デルになったつもりで)
① 椅子か らす くっと立ち上がる
② 両足を均等に踏み しめ、かか とをつける
③ 首を真直 ぐに し、 目線を前に向ける
④ 腰に重みをかけ、真直 ぐに立っ
⑤ 腰を押 されているような感覚で歩行を開始す る









① これまでのことを踏まえ発音 トレーニング課題を発音 してみよう。
②テキス トにはどんな母音が隠れているか記しをつけてみよう。
魎 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　例









































ラ:ラ ベ ンダーは雷鳴 にさらされ る
リ:理 想 は立派 な リー ダー
ル:留 守中にベル がなる





拗音(ヤ 、ユ、 ヨ)キ ャキュキ ョ
　　　　　　　　　 シャシュショ
　　　　　　　　　チ ャチ ュチ ョ
　　　　　　　　　ニ ヤニ ユニ ヨ
　　　　　　　　　 ヒャヒュヒョ
　　　　　　　　　 kヤ 、ユ1ヨ
　　　　　　　　　 リャリュリョ
ギャギュギ ョ
ギ ャギュギ ョ
ビヤビュ ビョ
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